
幸
せ
上
々
、
み
や
こ
の
じ
ょ
う

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
、
と
っ
て
お
き
の
自
然
と
伝
統

広報

特集
■命をつなぐ
■５年に１回の国勢調査
■都城島津伝承館特別展 ほか

September.2015
《vol.117》
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自
殺
の
現
状

ま
ず
は
、
話
を

聴
い
て
み
る
こ
と
か
ら

自
殺
の
原
因

　

本
県
は
、
平
成
26
年
の
人
口
10
万
人

当
た
り
の
自
殺
者
数
を
示
す
自
殺
死
亡

率
が
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
３
位
で
、
全
国

的
に
見
て
も
自
殺
者
が
多
い
地
域
で

す
。
本
市
で
も
平
成
25
年
の
自
殺
死
亡

者
数
は
37
人
、
自
殺
死
亡
率
は
22
・
1

で
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
高
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

自
殺
者
の
内
訳
を
年
代
・
男
女
別
に

見
る
と
、
最
も
多
い
の
は
働
き
盛
り
の

50
代
の
男
性
で
、
女
性
は
70
代
・
80
代

の
高
齢
者
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

自
殺
へ
の
対
策
を
取
る
た
め
に
効
果

的
な
の
が
、
周
囲
の
人
に
よ
る
声
掛
け

で
す
。
周
囲
の
人
が
、
悩
ん
で
い
る
人

の
心
の
変
化
の
サ
イ
ン
を
察
知
し
、
悩

み
や
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
殺
す
る
人
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

声
を
掛
け
る
こ
と
で
、
悩
ん
で
い
る
人

が
悩
み
を
打
ち
明
け
る
切
っ
掛
け
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

相
手
が
自
分
の
気
持
ち
を
話
し
て
く

れ
た
と
き
は
、
気
持
ち
を
尊
重
し
て
話

を
聴
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
相
手
を

責
め
た
り
安
易
に
励
ま
し
た
り
せ
ず
、

否
定
し
な
い
で
聴
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

自
殺
の
原
因
と
し
て
、
全
体
の
約
半

数
を
占
め
て
い
る
の
が
、
う
つ
病
や
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
に
よ
る
「
健
康

問
題
」
で
、
次
い
で
多
い
の
が
失
業
や

多
重
債
務
な
ど
に
よ
る
「
経
済
・
生
活

問
題
」
で
す
。

　

悩
み
を
抱
え
た
人
は
、「
人
に
悩
み

を
言
え
な
い
」、「
ど
こ
に
相
談
に
行
け

ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」、「
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

な
ど
の
状
況
に
陥
り
ま
す
。
そ
の
過
程

で
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
に
か

か
っ
て
心
理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
死

ぬ
こ
と
以
外
に
問
題
解
決
の
方
法
が
な

い
と
思
い
込
み
、
自
殺
と
い
う
手
段
を

と
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

命
を
つ
な
ぐ

あ
な
た
の
勇
気
あ
る
声
掛
け
で
、

つ
な
が
る
命
が
あ
り
ま
す

日本では、毎年交通事故で亡くなる人の約６倍もの人が、自ら命を絶
っています。自殺にはさまざまな理由がありますが、ストレスや悩み
などから、精神を患い、自殺という道を選ぶことが多いといわれてい
ます。身近な人が悩んでいて元気がないときは、勇気を出して声を掛
けてみませんか。 ◎問い合わせ　福祉課　☎23ｰ2980

0
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳

以上

男性 女性 総数

12 12 24
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36

212
234

68
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180

100

280

10292

194

311

76

387

127

52

179

100

200

300

400
県の年代別・男女別の自殺者数（H19年～H23年の合計）

（単位：人）

資料：人口動態統計
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場
合
に
よ
っ
て
は

専
門
家
に
相
談
を

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

相
談
窓
口

　

話
を
し
て
く
れ
た
相
手
が
、
眠
れ
な

か
っ
た
り
睡
眠
が
浅
か
っ
た
り
す
る
な

ど
の
睡
眠
障
害
や
ふ
さ
ぎ
こ
む
症
状
な

ど
を
訴
え
て
い
て
、
自
分
一
人
で
は
解

決
で
き
な
い
と
感
じ
た
ら
、
早
め
に
保

健
所
や
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
医

療
機
関
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

悩
ん
で
い
る
人
の
話
を
聴
い
た
後
に

は
、
自
分
に
で
き
る
範
囲
の
こ
と
を
無

理
な
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

法
律
的
な
解
決
の
た
め
の
支
援
や
医
学

的
な
治
療
が
必
要
な
と
き
は
、
専
門
家

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
気
付
き
、
声
を
掛
け
、
話
を
聴
い

て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
見
守
る

人
の
こ
と
で
す
。
専
門
的
な
知
識
や
特

別
な
技
術
は
必
要
な
く
、
意
欲
と
心
掛

け
次
第
で
、
誰
も
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
年
に
１
回
、
専
門
家
に
よ

る
具
体
的
な
声
の
掛
け
方
や
、
話
の
聴

き
方
な
ど
を
学
ぶ
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
て
い
て
、
現
在
ま
で

に
３
８
０
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
開
催
日
程
は
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

悩
み
を
長
期
化
、
深
刻
化
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、
自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス

解
消
法
を
見
つ
け
て
実
践
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と

で
気
分
転
換
が
図
ら
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
無
理
な
く
楽
し

む
姿
勢
で
行
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
笑
う
こ
と
で
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
が
整
い
、
免
疫
力
が
保
た
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
分
が
落
ち
着
け
る
と
思

え
る
場
所
で
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
何
も

し
な
い
と
い
う
時
間
を
過
ご
す
こ
と

も
、
心
の
休
息
に
な
り
ま
す
。

9月10日から16日は自殺予防週間
自殺対策特集「命をつなぐ」

こ
こ
ろ
の
悩
み
（
電
話
相
談
専
用
）

宮
崎
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
８
５-

77-

９
０
９
０

月
・
水
・
金
・
日
曜
日
／
20
時
～
23
時

ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
宮
崎　

☎
０
９
８
５-

28-

２
５
５
５

火
・
木
・
土
曜
日　
19
時
～
23
時

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０-

２
７
９-

３
３
８

年
中
無
休
／
24
時
間

鹿
児
島
い
の
ち
の
電
話

☎
０
９
９-

２
５
０-

７
０
０
０

年
中
無
休
／
24
時
間

Ｍ
ｓ
ハ
ー
ト
フ
ル

☎
０
８
０-

６
４
３
１-

７
１
４
５

月
～
金
曜
日　
18
時
～
22
時

土
・
日
曜
日　
終
日

こ
こ
ろ
の
相
談
（
窓
口
）

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
８
５-

27-

５
６
６
３

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

都
城
保
健
所
健
康
づ
く
り
課☎

23-

４
５
０
４

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時

福
祉
課	

☎
23-

２
９
８
０

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー	

☎
58-

６
８
０
０

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー	

☎
62-

４
４
１
１

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時

女
性
相
談 

県
女
性
相
談
所　☎

０
９
８
５-

22-

３
８
５
８

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
20
時
30
分

土
・
日
曜
日　
15
時
ま
で

り、実際に聴き役として人の話を聴いてみた
りする実践的なものでした。話を聴くという
ことは、誰にでもできることだと思うので、
興味があれば、ぜひ参加してほしいです。
　今後は、産後うつを防ぐために母親たちの
話を聴いたり、医療関係者と地域の人とのつな
ぎ役になったりする活動をしたいと思っています。

てほしいかが分かった」という声が多く寄せ
られています。
　市では、悩みを抱えている人や、その家族
などの話を聴いて、心や体の健康維持を支援
しています。悩みがあるとき、話をするだけ
で心は軽くなります。悩みを解決するために、
関係機関と連携して支援しますので、気軽に
相談してください。

　精神科の看護師と
しての経験を生かし、
ボランティア団体を
立ち上げました。ゲ
ートキーパー養成講
座は広報紙で知り、
悩んでいる人の力に
なりたいと思い受講
しました。講座は、
話の聴き方を学んだ

　ゲートキーパー養
成講座は、年齢や性
別を問わずさまざま
な人が受講していま
す。受講者からは、
「自分の話の聴き方を
見直す機会になった」
という声や、「悩んで
いる人が、どのよう
な気持ちで話を聴い

（高木町）

ゲートキーパー養成講座受講者

榎木 やすよさん

福祉課　保健師

大脇 奏
か な

美
み

さん

インタビュー



　

今
回
の
調
査
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
回
答
が
で
き

ま
す
。
効
率
的
な
統
計
の
作
成
を

行
う
と
と
も
に
、
負
担
軽
減
と
利

便
性
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。パ
ソ

コ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
で
も
回

答
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
総
務
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
人
や
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な

い
人
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
が
で

き
る
よ
う
に
、
回
答
用
の
パ
ソ
コ

ン
を
設
置
し
ま
す
。

○
期
間　

９
月
10
日
㈭
～
20
日
㈰

○
時
間　

９
時
～
17
時

　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
も
開
設
）

○
場
所　

市
役
所
南
別
館
３
階

調
査
員
証

従
事
者
用
腕
章
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最
も
重
要
な
統
計
調
査

個
人
情
報
は
厳
格
に
守
ら
れ
ま
す

結
果
の
公
表

便
利
で
簡
単
な
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

便
利
な
オ
ン
ラ
イ
ン

回
答
ブ
ー
ス
を
開
設

国
勢
調
査
の
流
れ

全
て
の
人
と
世
帯
が
対
象
で
す

　

大
正
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
国
勢
調
査

は
、
国
の
最
も
基
本
的
で
重
要
な
統
計

調
査
。
５
年
に
一
度
実
施
し
、
人
口
や

世
帯
の
実
態
を
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
国
や
都
道
府
県
、
市
区

町
村
の
福
祉
や
生
活
環
境
、
災
害
対
策

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る

ほ
か
、
学
術
・
教
育
機
関
、
企
業
な
ど

幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
個

人
情
報
の
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
封
を
し
た
封
筒
で
調
査
票
が
提
出

さ
れ
た
と
き
は
、調
査
員
は
開
封
せ
ず
、

市
に
提
出
し
ま
す
。
調
査
員
は
、
必
ず

身
分
を
証
明
す
る
調
査
員
証
と
従
事
者

用
腕
章
を
身
に
着
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

調
査
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の

で
、安
心
し
て
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い
。

　

全
国
の
市
町
村
の
人
口
を
ま
と
め
た

「
人
口
速
報
集
計
」
が
平
成
28
年
２
月

ま
で
に
、
そ
の
後
、
年
齢
別
人
口
や
世

帯
状
況
な
ど
の
詳
し
い
調
査
結
果
が
、

平
成
28
年
10
月
末
ま
で
に
公
表
さ
れ
る

予
定
で
す
。
調
査
結
果
は
、
総
務
省
統

計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
情
報

政
策
課
や
県
立
図
書
館
な
ど
で
、
誰
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

９
月
10
日
㈭
か
ら
、
調
査
員
が
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用
案
内
」
を

配
布
し
ま
す
。
な
お
、
回
答
期
限
は
９

月
20
日
㈰
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

回
答
が
な
か
っ
た
世
帯
に
は
、
調
査
員

が
再
度
訪
問
し
て
紙
の
調
査
票
を
配
布

し
、
回
収
し
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
案
内
の
配
布

９
月
10
日
㈭
～
12
日
㈯

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
期
間

９
月
10
日
㈭
～
20
日
㈰

●
調
査
票
の
配
布

９
月
23
日
㈬
～
30
日
㈬

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
し
た
人
に

　

は
、
紙
の
調
査
票
は
配
布
し
ま
せ
ん

●
調
査
基
準
日

10
月
１
日
㈭

●
調
査
票
の
回
収
と
提
出
状
況
の
確
認

10
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

　

10
月
１
日
現
在
、
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
全
て
の
人
が
調
査
の
対
象
で

す
。
３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
、
ま

た
は
、
３
カ
月
以
上
に
わ
た
り
住
む
予

定
の
人
で
、
国
籍
は
関
係
な
く
外
国
人

市
民
も
、
調
査
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
国
勢
調
査

５
年
に
１
回
の

国
勢
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
や
世
帯
数

な
ど
を
調
べ
る
国
の
最
も
基
本
的
で
重

要
な
統
計
調
査
で
す
。
総
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
９
月
10
日
㈭

か
ら
調
査
書
類
の
配
布
に
伺
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
回
答
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。た
だ
し
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
利
用

で
き
な
い
人
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
調
査

票
で
回
答
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
情
報
政
策
課　
☎
23ｰ

２
５
６
２
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「
か
た
り
調
査
」に
注
意
く
だ
さ
い

　

調
査
員
を
装
っ
た
「
か
た
り
調
査
」

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

調
査
員
が
金
銭
を
要
求
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
銀
行
口
座
の
暗

証
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な

ど
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
情
報
政
策

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特集　平成27年国勢調査

※かけ間違いのないように注意ください
※通話料金は、一般の固定電話の場合、全国一律に市内通話料金で利用できます。
　ただし、携帯電話・ＰＨＳの場合、それぞれ所定の通話料金です。ＩＰ電話用電話料金の通話料金は、
　所定の通話料金です

設置期間　10月 31日（土）まで
受付時間　8時～ 21時（土・日曜日、祝日も利用できます）

IP 電話の場合

調査についての問い合わせは

0570-07-2015 03-4330-2015

国勢調査コールセンター

インターネットで
回答しなかった世帯のみ

紙の調査票を配布します

調査員が回収します
※郵送でも提出できます

パソコンやスマートフォンで回答
9月10日㈭～20日㈰まで

インターネットで回答する場合 紙の調査票で回答する場合

※�自宅にパソコンがない人や、スマートフォンを
持っていない人で、 オンライン回答を希望す
る人は、市役所南別館３階で回答ができます
※�データ送信後に間違いに気付いたときは、 国
勢調査オンラインに再度ログインして修正で
きます
※�詳しくは、 調査員が配布する利用手引きをご
覧ください

回答終了

9月10日㈭から、調査員がインターネットを
利用した回答に必要な
ＩＤ（12桁）とパスワードをお知らせします
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市
職
員
の
給
与
と
定
員
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
や
定
数
は
、民
間
給
与
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
決
め
ら
れ
る
国

家
公
務
員
な
ど
の
給
与
に
準
じ
て
、条
例
や
規
則
で

定
め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

給
与
に
つ
い
て 

職
員
課 

☎
23ｰ

２
１
１
９

　

定
数
に
つ
い
て 

総
合
政
策
課 

☎
23ｰ

２
１
１
５

市
職
員
の
給
与
と

　
　

定
員
状
況

3職員の平均給料月額および平均年齢の状況

1人件費の状況（平成25年度普通会計決算）

2給与費の状況（平成27年度普通会計予算）

区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 333,849円 43.3歳

5職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　分 経験年数
10年

経験年数
20年

経験年数
25年

経験年数
30年

大学卒 257,595円 361,340円 378,983円 399,487円

高校卒 208,086円 316,655円 359,062円 381,365円

6職員手当の状況

区　分 都城市 国

期末・
勤勉手当

  期末手当 勤勉手当

全
て
本
市
と
同
じ

 ６月期 1.225月 0.750月

 12月期 1.375月 0.750月
 計 2.600月 1.500月
職制上の段階などによる加算措置あり

退職手当

  自己都合 定　年　

 勤続20年 20.445月分 25.55625月分

 勤続25年 29.145月分 34.5825月分

 勤続35年 41.325月分 49.59月分

 最高限度 49.59 月分 49.59月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置2～45％加算
※平成25年4月1日から段階的に引き下げを
　実施しています

扶養手当 配偶者　月額13,000円配偶者以外 1人につき　月額6,500円
住居手当 借家　最高月額27,000円

通勤手当
交通機関利用者　最高月額55,000円
交通用具利用者　（片道2km以上）
月額2,000円～31,600円

4職員の初任給の状況

区　分
都城市

国
初任給 採用２年経過日

大学卒 174,200円 186,100円 本市と
同じ高校卒 142,100円 150,500円

その他
661億4,969万3千円

85.5%

職員手当
17億434万7千円

19.8%

給料
50億5,668万円

58.7%

※人件費には職員給与のほか、特別職や
　各種委員会委員の報酬などが含まれています

※給与費とは、一般職と特別職の給与のことです

人件費
112億741万円
14.5%

※平成24年度16.7％

人件費
112億741万円
14.5%

※平成24年度16.7％

期末・勤勉手当
18億4,908万2千円

21.5%

期末・勤勉手当
18億4,908万2千円

21.5%
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7一般行政職の級別職員数の状況8特別職の給料・報酬の状況

9部門別職員数の状況 【各年４月１日現在　▲は減員】

10職員の処分の状況

※表3～8は、平成27年4月1日現在のものです。また、表3～5は、一般行政職の状況です。

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級

主事・技師
74人 7.8％

２級 51人 5.3％
３級 主査 130人 13.6％
４級 副主幹・主査 406人 42.5％
５級 副課長・主幹 206人 21.6％
６級 課長 72人 7.5％
７級 部長 16人 1.7％
計 955人 100％

区　分 給料・報酬 期末手当

市　長 940,000円
支給割合

6月期 1.475月分

12月期 1.625月分

　　計 3.100月分

副市長(総括担当) 755,000円

副市長(事業担当) 675,000円

議　長 500,000円

副議長 420,000円

議　員 400,000円

平成26年度に休職処分した職員は17人で、処分理由は、病気休職（17人）となっています。
また、懲戒処分を受けた職員はいませんでした。

（注１）　 職員数は、部門別の一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者や派遣職員などを含み、
臨時および非常勤職員を除いています。

（注２）　 各部門は、国の調査（地方公共団体定員管理調査）に基づく分類であり、本市行政組織上の各部局と一致
するものではありません。（教育長については、平成27年より調査対象外となったため本年の職員数に含
まれていません。）

本市の人事制度の概況は、「都城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
市のホームページの「市民の皆さま」＞「市政を身近に」＞「市職員の人事・給与等の公表」にも
に掲載しています。

区　分 職員数 対前年
増減数 主な増減の理由など平成26年 平成27年

一
般
行
政
部
門

議　会 9 10 1 （増）議会事務局の法務・調査機能強化

総　務 286 294 8
（増） 公共施設等総合管理計画策定事務の増、土地開発公社関

係事務の増、国勢調査事務の増、ふるさと納税事務の増
（減）志布志市との人事交流終了

税　務 82 79 ▲  3 （減）申告支援システム導入に伴う市民税事務の効率化

民　生 168 172 4 （増）福祉関係窓口業務の整理による増（減）老人ホーム体制の見直し

衛　生 113 105 ▲  8 （増）クリーンセンターの新設（減） クリーンセンター整備終了、清掃工場閉鎖に伴う減

農　水 130 121 ▲  9 （増）日本型直接支払制度事務の増（減）総合支所農業振興事務の見直し
商　工 33 31 ▲  2 （減）インター工業団地整備終了

土　木 137 130 ▲  7 （増）公園維持管理業務の増（減） 総合支所建築関係事務および都市計画関係事務の本庁集約
小　計 958 942 ▲16

特
別
行
政
・
公
営
企
業
等
会
計
部
門

教　育 132 120 ▲12 （増）スポーツ拠点施設事務の増（減）総合支所教育課の廃止
消　防 181 182 1 （増）消防吏員の欠員補充
水　道 63 62 ▲  1 （減）給水担当事務の見直し
下水道 32 32

その他 89 85 ▲  4 
（増）宮崎県後期高齢者医療広域連合への職員派遣
（減） 電気事業の見直し、総合交流活性化センター特別会

計の廃止
小　計 497 481 ▲16
総合計 1,455 1,423 ▲32
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江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た「
伊い

能の
う

図ず

」、地
域
記
録
の「
庄
内
地
理
志
」や「
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

紀き

稿こ
う

」。そ
れ
ら
が
果
た
し
た
歴
史
的
意
義
を
紹
介
し
ま
す
。　

◎
問
い
合
わ
せ　
都
城
島
津
邸　
☎
23ｰ

２
１
１
６

平
成
27
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展

　

江
戸
時
代
、
国
絵
図
や
村
絵
図
の
作

成
、
地
域
の
記
録
の
編
さ
ん
な
ど
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
近
代
以
降
の
地
図
の
発
達

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
伊
能
図
や
地

誌
が
作
成
さ
れ
、
ま
た
、
同
じ
時
期
に

は
、都
城
で
も
全
１
１
３
巻
に
も
及
ぶ
庄

内
地
理
志
が
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
幕
府
に
よ
る
国
絵
図
作
成

や
、
松
平
定
信
の
地
誌
編
さ
ん
事
業
構

想
、
鹿
児
島
藩
に
よ
る
名
勝
志
編
さ
ん

事
業
、
都
城
島
津
家
の
庄
内
地
理
志
編

さ
ん
を
通
し
て
、
地
図
や
地
誌
の
果
た

し
た
歴
史
的
役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

幕
府
の
国
絵
図
作
成

　

豊
臣
政
権
に
よ
る
絵
図
・
御
前
帳
作

成
の
影
響
を
受
け
徳
川
幕
府
で
は
、
国

絵
図
の
作
成
と
提
出
を
各
大
名
に
指
示
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
当
時
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
、
国
絵
図
作
成

の
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。

伊
能
図
と
幕
府
の
地
誌
編
さ
ん
事
業

　

江
戸
時
代
、
伊
能
図
作
成
を
、
幕
府

が
全
面
的
に
支
援
。
同
時
期
に
松
平
定

信
が
地
誌
編
さ
ん
の
構
想
を
立
て
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
、
地
誌
編
さ
ん
を
実

施
し
た
藩
も 

あ
り
ま
し
た
。 

　

こ
こ
で
は
、

地
誌
と
そ
の

目
的
に
つ
い

て
触
れ
ま

す
。

薩
藩
名
勝
志
と
三
国
名
勝
図ず

会え

　

幕
府
の
地
誌
編
さ
ん
事
業
を
受
け
て
、

鹿
児
島
藩
で
も
家
臣
に
調
査
と
資
料
の

提
出
を
依
頼
し
、
地
誌
の
編
さ
ん
を
始

め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
事
業
の

意
味
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。

庄
内
地
理
志
と
地
域
認
識

　

都
城
島
津
家
で
は
、
鹿
児
島
藩
の
地

誌
編
さ
ん
事
業
を
受
け
、
多
く
の
人
々

会
期

10
月
17
日
㈯
～
11
月
29
日
㈰

※
月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

　

合
は
そ
の
翌
日
）

入
館
料

大
人
４
０
０
円
（
３
５
０
円
）　

高
校･

大
学
生
３
０
０
円
（
２
５
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
本
宅
は
別
途
、小
学
生
以
上
１
０
０
円

都
城
市
立
美
術
館
特
別
展
「
日
韓
近
代

美
術
家
の
ま
な
ざ
し
」（
10
月
23
日
㈮
～

12
月
６
日
㈰
）と
、
都
城
歴
史
資
料
館

企
画
展
「
近
代
戦
争
と
都
城
」（
11
月
29

日
㈰
ま
で
）
の
入
場
券
の
半
券
を
提
示

し
た
人
は
、
団
体
料
金
で
観
覧
で
き
ま

す
（
個
人
の
観
覧
者
の
み
）。

が
参
加
し
、
庄

内
地
理
志
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、

地
誌
編
さ
ん
事

業
と
人
々
の
歴

史
や
地
域
認

識
の
関
係
に
つ

い
て
紹
介
し
ま

す
。

特別展記念講演会
「庄内地理志」を考える
その歴史的意義、そして現代的意義
　日本近世の地誌研究を続けてき
た白井哲哉先生が、地誌編さん事
業とその成果について解説します。

日時	 11月23日（月）
	 13時30分開場、14時開演
場所	 ウエルネス交流プラザ
	 ムジカホール
講師	 白井哲哉筑波大学教授

学芸員の特別展解説講座
もっと知りたい！　庄内地理志
の編さんと歴史的意義
　展示史料から、それにまつわる
出来事や歴史的な意義について、
分かりやすく解説します。

日時	 11月21日(土)　14時～15時
場所	 都城島津伝承館交流室

九州沿海図（大図）

伊能忠敬の肖像画

庄内地理志

江
戸
時
代
の
地
図
作
成
と

地
誌
編
さ
ん
事
業

展
示
の
見
ど
こ
ろ

～
認
識
さ
れ
る
地
域
～

関連イベント（無料）
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◎
問
い
合
わ
せ　
健
康
課　
☎
23ｰ

２
７
６
５

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
に
よ
り

ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
、
靴
、
皮
革
製
品
な
ど
を
安

全
に
焼
却
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
金
属
製
品
や
刃
物
な
ど

は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
燃
や
せ
な
い
ご

み
で
す
。
金
属
製
の
ご
み
が
混
入
し
て

い
る
と
、
機
械
設
備
の
故
障
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
設
備
が
故
障
す
る
と
、
ご

み
の
焼
却
が
で
き
ず
、
ご
み
の
受
け
入

れ
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
ご

み
の
適
正
な
分
別
に
協
力
く
だ
さ
い
。

問 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
45-

６
６
７
７

こ
れ
ま
で
通
り

ご
み
出
し
は
８
時
30
分
ま
で
に

　

所
定
の
ご
み
置
き
場
に
出
さ
れ
た
ご

み
は
、
交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
収
集
時

間
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
確

実
な
収
集
を
行
う
た
め
に
、
市
指
定
の

ご
み
袋
で
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
自
治
公
民
館
な
ど
の
ル

ー
ル
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
方
法

　

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
分
別
方
法
を

守
り
、
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め
ら
れ
た

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
正
し
く
分

別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
は
、
収
集
し
ま

せ
ん
。
ご
み
が
残
っ
て
い
る
と
悪
臭
の

原
因
に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
景
観
も

損
な
い
ま
す
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
動

し
た
、
３
月
１
日
か
ら
こ
れ
ま
で
の
、

ご
み
の
分
別
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問 

環
境
業
務
課　

☎
24-

５
５
６
０

当
直
医
の
過
酷
な
勤
務
実
態

　

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内

科
や
外
科
、
小
児
科
を
診
療
科
目
と
し

て
、
都
城
市
郡
医
師
会
病
院
勤
務
医
や

宮
崎
大
学
派
遣
医
、
開
業
医
が
交
代
で

19
時
か
ら
翌
朝
７
時
ま
で
当
直
勤
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、限
ら
れ
た
人

数
の
医
師
が
朝
ま
で
患
者
の
対
応
に
追

わ
れ
、
休
養
も
取
れ
ず
に
翌
日
も
勤
務

に
当
た
る
と
い
う
過
酷
な
状
況
で
す
。

　

医
師
の
過
重
労
働
が
常
態
化
し
て
い

る
現
在
の
状
況
が
続
け
ば
、
救
急
医
療

を
担
う
医
師
の
確
保
が
ま
す
ま
す
難
し

く
な
り
、
地
域
の
救
急
医
療
は
崩
壊
し

ま
す
。

そ
の
受
診
、
本
当
に
緊
急
で
す
か
？

　

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
受
診
者
の
約
４

割
を
占
め
る
小
児
科
で
は
、
身
近
に
相

談
者
の
い
な
い
保
護
者
が
不
安
に
な
っ

て
駆
け
込
ん
だ
り
、
日
中
に
受
診
で
き

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夜
中
に
受
診
し

た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

夜
間
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

宮
崎
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
を
利

用
く
だ
さ
い
。

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
存
続
の
た
め

　

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
は
、
夜
間

の
急
病
や
け
が
を
し
た
人
な
ど
の
受
診

施
設
で
す
。
地
域
の
救
急
医
療
を
「
守

り
」「
支
え
」「
継
続
」
し
て
い
く
た
め

に
も
、
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な

利
用
が
不
可
欠
で

す
。

　

症
状
の
軽
い
場

合
や
緊
急
で
は
な

い
と
き
は
、
受
診

時
間
内
に
か
か
り

つ
け
医
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　
小
児
科
医
の
支
援
体
制
の
下
、
看
護
師

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

●
利
用
時
間

19
時
～
翌
朝
８
時
（
年
中
無
休
）

プ
ッ
シ
ュ
回
線
対
応
固
定
電
話
・
携
帯
電
話

☎
♯
８
０
０
０

ダ
イ
ヤ
ル
回
線

☎
０
９
８
５-

35-

８
８
５
５

宮
崎
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

ご
み
の
適
正
な
分
別
に

協
力
く
だ
さ
い

燃やせないごみ 燃やせるごみ
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Miyakonojo city topics

　

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
・
み
ん
な
の

体
操
会
が
７
月
25
日
、
都
城
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
市
内
13
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
ら
約
５
、

８
０
０
人
が
参
加
。
参
加
者
ら
は
、
本
番

前
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
指

導
を
受
け
、
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
に
ラ
ジ
オ

体
操
第
１
・
２
を
行
い
、
そ
の
後
の
み
や

こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
で
は
、
市
Ｐ
Ｒ

部
長
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
と
元
気
よ
く
体
操

を
し
ま
し
た
。
友
人
と
参
加
し
た
大
峰

愛ま

な

と叶
く
ん
（
宮
村
小
・
５
年
）
は
「
毎
年
、

夏
休
み
に
は
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
て
、

今
日
も
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
て
気
持
ち
い

い
」
と
額
の
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
然
の
森
を
再
生
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん

ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
を
つ
く
る
会
が
８
月

１
日
、
ど
ん
ぐ
り
村
で
井
戸
掘
り
の
体
験
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
中
学
生
ら
約
30

人
が
参
加
。
参
加
者
ら
は
、
ハ
ン
ド
オ
ー
ガ

と
呼
ば
れ
る
器
具
で
地
面
を
掘
削
し
、
染
み

出
て
で
き
た
水
面
を
の
ぞ
き
込
む
と
、
満
足

し
た
表
情
で
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

み
や
こ
ん
じ
ょ
の
元
気
を
発
信

昔
な
が
ら
の
井
戸
掘
り
を
体
験

　

九
州
電
力
の
進
め
る
地
域
貢
献
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
「
こ
ら
ぼ
ら
Ｑ
で
ん
」
が
８
月
９

日
・
23
日
、
高
城
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
課
題
を
共
に
考
え
、
体
を
動
か

し
て
解
決
す
る
取
り
組
み
に
、
生
徒
や
関
係

者
ら
70
人
が
参
加
。
開
か
れ
た
学
校
を
標
榜

す
る
同
校
で
は
、環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、

花
壇
と
ベ
ン
チ
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

共
に
汗
を
流
し
て
課
題
解
決
！

　

南
九
州
の
巨
人
伝
説
「
弥
五
郎
ど
ん
」
を

通
し
て
、
文
化
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
弥
五

郎
サ
ミ
ッ
ト
が
８
月
10
日
、
弥
五
郎
ど
ん
の

館
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
富
吉
小
学
校

と
曽
於
市
立
岩
川
小
学
校
の
児
童
、
保
存
会

会
員
ら
１
１
０
人
が
参
加
。
児
童
ら
は
、
弥

五
郎
ど
ん
の
組
み
立
て
や
浜は

ま殿
下く

だ

り
体
験
を

通
し
て
、
学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化
を
肌
で
学
ぶ

　

４
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
花は

な
の
き木

あ
げ
馬
が
７
月
26
日
、

南
方
神
社
（
山
之
口
町
花
木
）
周
辺
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
火
縄
銃
や
刀
な
ど
を
手
に

し
た
地
元
住
民
ら
１
２
０
人
が
鹿
児
島
藩

の
武
士
に
扮
し
、
参
勤
交
代
の
道
中
の
無

事
と
、
島
津
家
安
泰
を
祈
っ
た
大
名
行
列

を
再
現
。
馬
に
ま
た
が
っ
た
殿
様
の
名
代

役
の
稚ち

ご

児
が
通
り
か
か
る
と
、
沿
道
か
ら

は
歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
境
内
で
は
に
ぎ
や
か
な
舞
な
ど
が

奉
納
さ
れ
、
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。
稚

児
の
父
親
の
南
博
文
さ
ん
は
「
と
て
も
名

誉
な
こ
と
。
し
っ
か
り
役
目
を
果
た
し
た

い
」
と
額
に
汗
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

地
域
み
ん
な
で
受
け
継
ぐ
ふ
る
さ
と
の
伝
統

夏期巡回ラジオ体操
・みんなの体操会

山之口花木あげ馬

弥五郎サミット どんぐり村井戸掘り
体験

地域貢献ボランティ
ア
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地
域
高
規
格
道
路
の
都
城
志
布
志
道
路

建
設
促
進
総
決
起
大
会
が
８
月
１
日
、
志

布
志
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

早
期
全
線
開
通
に
向
け
、
宮
崎
・
鹿
児
島

両
県
の
機
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
関
係
者

ら
１
、１
０
０
人
が
参
加
。
同
建
設
促
進

協
議
会
会
長
の
池
田
市
長
が
「
重
要
な
役

割
を
担
っ
た
地
域
に
欠
か
せ
な
い
道
の
全

線
開
通
を
、
早
急
に
目
指
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
、
地
元
企
業
の
代
表
者
ら

が
都
城
志
布
志
道
路
に
掛
け
る
期
待
や
、

も
た
ら
す
経
済
効
果
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。
大
会
の
最
後
で
は
、
出
席
者
全
員
が

早
期
全
線
開
通
に
向
け
て
拳
を
高
く
振
り

上
げ
、
団
結
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
観
光
農
園
で
８
月
11
日
、
天
竜
第

三
幼
稚
園
の
園
児
ら
約
20
人
を
招
待
し
て
、

リ
ン
ゴ
狩
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。園
児
ら
は
、

赤
く
色
付
い
た
リ
ン
ゴ
を
背
伸
び
し
て
も
ぎ

取
る
と
、
う
れ
し
そ
う
に
見
せ
合
っ
て
い
ま

し
た
。
約
１
㌶
の
園
内
に
は
リ
ン
ゴ
の
ほ
か

に
ナ
シ
や
ブ
ド
ウ
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、
10

月
末
ま
で
果
物
狩
り
が
楽
し
め
ま
す
。

全
線
開
通
に
向
け
て
声
高
ら
か
に

大
き
な
リ
ン
ゴ
採
れ
た
よ

　

都
城
で
大
空
襲
の
あ
っ
た
８
月
６
日
、

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式
が
総

合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遺

族
や
関
係
者
ら
９
３
３
人
が
参
列
。
全
員

で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
遺
族
代
表
者

ら
が
献
花
を
行
い
、
戦
没
者
や
殉
職
者
、

空
襲
犠
牲
者
７
、３
３
３
柱
の
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。
式
典
の
最
後
で
は
、
沖
水
小

学
校
の
６
年
生
１
４
１
人
が
、
戦
争
で
息

子
７
人
を
亡
く
し
た
母
親
の
物
語
「
お
母

さ
ん
の
木
」
を
群
読
。
児
童
ら
が
「
思
い

や
り
の
輪
を
広
げ
て
、
平
和
な
世
の
中
に

し
て
い
き
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み

上
げ
る
と
、
参
列
者
ら
は
平
和
へ
の
思
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

恒
久
平
和
を
誓
う

都城志布志道路建設
促進総決起大会

戦没者・空襲犠牲者
合同追悼式

リンゴ狩り体験夏休み市役所探検〜ミッション
をクリアせよ〜

磁石の世界を覗き、モー
ターを作ろう島津邸歴史ぶらりウ

オーク

　

小
学
生
を
対
象
に
し
た
キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク

が
７
月
25
日
か
ら
８
月
23
日
、
市
内
各
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
探
検
や
田
ん

ぼ
で
泥
遊
び
な
ど
27
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
約

８
３
０
人
が
参
加
。
都
城
の
魅
力
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
普
段
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と

を
楽
し
み
夏
休
み
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見

キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク
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な
ど
、
み
ん
な
で
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
識
改
革
も
大
事
。
ま
た
、
楽

し
く
買
い
物
が
で
き
る
商
店
街
に
す
る

た
め
に
、
ま
ず
は
、
女
性
が
集
ま
る
よ

う
な
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
め
た

い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
す
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
好
き
な
時

間
に
買
い
物
が
で
き
る
現
代
に
お
い
て
、

人
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
た
対
面

販
売
や
、
手
作
り
の
商
品
・
自
慢
の
逸

品
を
扱
う
店
舗
な
ど
を
集
め
て
、
都
城

と
い
う
地
域
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に

着
手
し
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

　

今
後
４
年
間
、
空
き
店
舗
再
生
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
二
宮
さ
ん
。

に
ぎ
わ
い
創
出
の
請
負
人
と
し
て
、
そ

の
手
腕
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
商
店
街

の
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
、
都

城
市
中
心
市
街
地
活
性
化
タ
ウ
ン
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
創
出
を

請
負
う
の
が
二
宮
啓
市
さ
ん
（
北
九
州

市
出
身
）
で
す
。

　

北
九
州
市
で
５
年
間
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
７
軒
の
空
き
ビ
ル
な

ど
を
再
生
し
、
ま
ち
に
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
二
宮
さ
ん
。
空

き
店
舗
の
再
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が

得
意
で
、
５
年
間
テ
ナ
ン
ト
が
入
ら
な

か
っ
た
空
き
ビ
ル
を
再
生
し
、
雇
用
の

創
出
も
行
っ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
考

え
て
い
て
、
本
市
の
ほ
か
に
も
タ
ウ
ン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
募
集
す
る
候
補
地
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ち
の
規
模
が
比
較

的
大
き
く
、
取
り
組
め
る
期
間
が
４
年

と
長
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
や
り
が
い
が

あ
る
と
考
え
応
募
し
ま
し
た
。

　

二
宮
さ
ん
は
、
最
終
選
考
の
前
に
本

市
を
訪
れ
、
ま
ち
な
か
を
歩
き
、
ま
だ

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
力
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
ち
に
は
可
能
性
が
多
分

に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
生
か
す
工

夫
が
必
要
と
分
析
し
ま
す
。「
ま
ず
は

ま
ち
な
か
再
生
の
た
め
に
、
地
域
の
人

や
ま
ち
を
訪
れ
る
人
と
話
を
し
て
議
論

を
深
め
た
い
」
と
話
す
二
宮
さ
ん
。

　
「
建
物
を
作
り
、
そ
れ
に
一
工
夫
す

る
だ
け
な
ら
誰
で
も
で
き
る
。
リ
ス
ク

を
伴
う
が
、
店
舗
を
管
理
す
る
家や

守も
り

会

社
の
設
立
や
市
民
が
投
資
す
る
仕
組
み

風景の

smiling faces of miyakonojo

ま
ち
な
か
の

に
ぎ
わ
い
創
出
の
請
負
人

二宮 啓
け い

市
い ち

さん
都城市中心市街地活性化
タウンマネージャー



今
も
残
る
震
災
の
爪
あ
と

　

私
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
気
仙
沼
市

都
市
計
画
課
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
都

城
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
復
興
を

支
援
す
る
た
め
、
気
仙
沼
市
と
南
三
陸

町
に
職
員
を
２
人
ず
つ
派
遣
し
て
い
て
、

私
た
ち
が
４
組
目
に
な
り
ま
す
。

　

気
仙
沼
市
に
は
、
大
き
く
、
そ
し

て
深
い
震
災
の

爪
痕
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の

中
、
私
は
、
復

興
土
地
区
画
整

理
事
業
に
携
わ

っ
て
い
て
、
津

波
で
建
物
が
流

さ
れ
た
土
地
を

一
度
更
地
に
し

て
か
さ
上
げ
し
、
新
た
に
区
画
を
割
り

振
っ
て
所
有
者
に
返
す
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
被
災
し
た
市
民
の
多
く
は
、

整
備
さ
れ
た
土
地
に
家
や
店
舗
な
ど
を

再
建
す
る
計
画
で
す
が
、
中
に
は
「
津

波
の
被
害
を
受
け
た
土
地
に
は
住
み
た

く
な
い
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、景
観
が
回
復
す
る
よ
り
も
、

心
の
傷
が
癒
え
る
方
が
よ
り
時
間
が
か

か
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

復
興
へ
向
け
た
意
気
込
み
を
感
じ
た

「
気
仙
沼
港
祭
り
」

　

先
日
「
気
仙
沼

港
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
震

災
前
か
ら
続
く
気

仙
沼
の
夏
の
メ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
。
会

場
と
な
っ
た
気
仙

沼
港
周
辺
は
、
集

魚
灯
を
と
も
し
た

漁
船
と
和
太
鼓
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
花
火
大
会
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
大
変
な
に
ぎ
わ

い
で
、
復
興
へ
向
け
た
意
気
込
み
と
、

力
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

年
月
が
た
つ
に
つ
れ
被
災
地
の
情
報

が
報
道
さ
れ
る
機
会
は
少
な
く
な
り
、

震
災
に
対
す
る
人
々
の
関
心
が
薄
れ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
残
り
の
派
遣
期
間
、
気
仙
沼

市
の
復
興
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
る
市

民
の
た
め
、
し
っ
か
り
と
業
務
に
励
ん

で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

盆地生まれの

元気をいただきます！

豆腐団子
※1人分
あずき団子125kcal

みたらし団子99kcal、塩分0.4g

1日の野菜摂取量は350g

◎問い合わせ　健康課　☎ 23－2765

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
は
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸

の
自
治
体
が
数
多
く
被
災
。
24
年
度
か

ら
本
市
で
は
、
被
災
し
た
自
治
体
を
支

援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
職
員
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
永な

が

留ど
め

伸
二

副
主
幹
の
奮
闘
振
り
を
紹
介
し
ま
す
。

豆腐は、良質なたんぱく質と脂質に富んだ食品で、消化吸
収が高く胃腸に負担がかからないのが特徴です。夏の暑さ
で疲れた胃腸の回復を助け、子どもから高齢者まで、手軽
に栄養補給ができる優れた食品です。

豆腐が入っているので、時間が経っても硬くな
りません。きな粉をかけたり、フルーツや蜜を
かけたりしてもおいしく、栄養たっぷりのおや
つとして味わえます。

絹ごし豆腐…75g
白玉粉…125g
水…60cc 〜
味付けあずき缶…100g

●下準備
　絹ごし豆腐…さらしやキッチンペーパーなどで、水気を
　　　　　　　切る
　みたらしあん…Ａの材料を鍋に入れ、弱火でかき混ぜ
　　　　　　　　ながら煮詰める
●作り方
　①絹ごし豆腐と白玉粉を混ぜ合わせ、耳たぶぐらいの
　　硬さで丸めておく
　　※硬さをみながら水で調整する
　②鍋に沸かしたお湯に①を入れ、浮き上がったら水に
　　入れて冷まし、ザルにあげて器に盛る
　※好みで、あずきやみたらしあんをかける

みたらしあん
　 しょうゆ…大１
　 みりん…大１と 1/2
　 砂糖または黒砂糖…大１

材料（６人分）

ちょっと
ひと工夫

A

被
災
地
派
遣

職
員
奮
闘
記
Vol.1
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